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〒 294-0034 千葉県館山市沼 1637-2,2 階
TEL. 0470-25-7300　FAX. 0470-25-7301

赤門統括センター

〒 294-0034 千葉県館山市沼 1604-4
TEL. 0470-29-5301　FAX. 0470-29-5302

館山市認知症初期集中支援チームおれんじ

〒 294-0043 千葉県館山市安布里 166-12
TEL. 0470-28-4115　FAX. 0470-28-4116

館山市地域包括支援センターいちご

〒 294-0034 千葉県館山市沼 1604
TEL. 0470-22-1350　FAX. 0470-22-1351

館山市地域包括支援センターなのはな

〒 294-0034 千葉県館山市沼 1637-2,1 階
TEL. 0470-22-0023　FAX. 0470-23-6160

赤門ケアプランセンター

〒 294-0034 千葉県館山市沼 1604-4
TEL. 0470-24-1226　FAX. 0470-24-3117

赤門ヘルパーステーション

〒 294-0034 千葉県館山市沼 1604-4
TEL. 0470-24-3113　FAX. 0470-24-3117

赤門訪問看護リハビリステーション

〒 294-0045 千葉県館山市北条 2832
TEL. 0470-24-2700　FAX. 0470-24-2701

サテライト型小規模介護老人保健施設
赤門なのはな館 なぎさ

〒 294-0303 千葉県館山市浜田 110-1
TEL. 0470-29-2700　FAX. 0470-29-2777

介護老人保健施設 赤門なのはな館 みさき

〒 294-0034 千葉県館山市沼 1619
TEL. 0470-22-0008　FAX. 0470-23-2836

赤門整形外科内科
医療法人社団　慶勝会　事業所一覧

救急告示診療所・労災指定・
生活保護法指定・
被爆者一般疾病医療機関・
公害・難病指定医・
身体障害者福祉法指定医・
難病指定医療機関・
認知症サポート医

（12 月 30 日～ 1 月 3 日）
日・祝・祭日、年末年始

⚫休診日

土曜日　8:30 ～ 17:00
月～金　8:30 ～ 18:00⚫外来受付時間

土曜日　8:30 ～ 17:00
月～金　8:30 ～ 19:00⚫リハビリテーション

土曜日（午前）9:00 ～ 12:00（午後）14:00 ～ 17:00
月～金（午前）9:00 ～ 12:00（午後）14:00 ～ 18:00⚫診療時間

赤門整形外科内科　ご利用案内（2025 年 4月時点）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

AM

整形
外科 宮川　慶 田中　将 宮川　慶 宮川　慶 宮川　慶

田代　奨

新行内龍太郎

内科
本間 裕一郎 

( 呼吸器内科 )

木村　愛 
( 腎臓・一般内科 )

亀田 俊吾 

( 循環器内科 )

石丸 光彦 
( 腎臓・一般内科 )

木村　愛 
( 腎臓・一般内科 )

PM

整形
外科 宮川　慶 田中　将 宮川　慶 宮川　慶

宮川　慶 田代　奨
橋本　亮 

( 脊椎脊髄外来 )
新行内龍太郎中山　陽介

( 脊椎脊髄外来 )

内科
本間 裕一郎 

( 呼吸器内科 )

木村　愛 
( 腎臓・一般内科 )

亀田 俊吾 

( 循環器内科 )

田邉 昌人 

( 循環器内科 )

石丸 光彦 
( 腎臓・一般内科 )

木村　愛 
( 腎臓・一般内科 )

73vol.

その人らしい暮らしを支える／医療と介護で地域に根ざす／医療法人社団 慶勝会の広報誌

Akamon Healthcare Group

※橋本　亮先生の外来は、毎月第２金曜日の午後となります。
※中山　陽介先生の外来は、毎月第４金曜日の午後となります。
※田代　奨先生の外来は、毎月第１・第３土曜日となります。
※新行内　龍太郎先生の外来は、毎月第２・第４土曜日となります。
〇都合により変更となる場合がございます。予めご了承ください。
〇外来担当医の詳細は窓口へのお問い合わせ、 
またはホームページにてご確認ください。

赤門整形外科内科　外来スケジュールのお知らせ　　　　　　（2026 年 8 月現在）

最新の外来予定表はこちらの 
QR コードからご確認いただけます。

特集 赤門訪問看護リハビリステーション開始



特 集
　

２
０
２
６
年
9
月
1
日
よ
り
、
訪
問
看
護
リ
ハ

ビ
リ
を
開
始
い
た
し
ま
す
。

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
う
リ
ハ
ビ
リ
の

特
徴
は
、
理
学
療
法
士
等
が
ご
自
宅
や
入
居
施
設

に
訪
問
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、

看
護
師
も
訪
問
し
て
、
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
支

援
す
る
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
病
気
の
治
療
中
の
方
や
閉
じ
こ
も
り
傾

向
の
方
、
今
の
生
活
を
維
持
し
た
い
方
、
こ
れ
か

ら
の
生
活
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
方
々
を
対
象
に

看
護
師
が
健
康
状
態
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
療
法

士
が
身
体
機
能
や
動
作
能
力
の
維
持
・
回
復
を

目
的
に
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
ま
す
。
看
護
師
に
よ
る

２
４
時
間
の
緊
急
対
応
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
急
性
期
の
集
中
し
た
リ
ハ
ビ
リ
に
も
対

応
い
た
し
ま
す
。
骨
折
の
手
術
後
で
退
院
し
た

い
け
れ
ど
、
自
宅
で
の
生
活
に
不
安
の
あ
る
方

に
は
退
院
前
に
理
学
療
法
士
等
が
ご
自
宅
へ
訪

問
し
、
退
院
直
後
か
ら
安
全
に
生
活
で
き
る
よ

う
ご
自
宅
の
環
境
を
整
備
い
た
し
ま
す
。
退
院

直
後
か
ら
、
在
宅
で
理
学
療
法
士
等
が
リ
ハ
ビ

リ
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
だ
け
で
は
な
く
、
ご
自
宅
で
の
生
活

を
過
ご
し
や
す
く
す
る
た
め
に
玄
関
や
ト
イ
レ
な

ど
に
設
置
す
る
手
す
り
の
レ
ン
タ
ル
や
移
動
の
際

の
歩
行
器
具
の
提
案
な
ど
、
個
々
の
動
作
能
力
、

ご
自
宅
の
環
境
に
合
わ
せ
た
福
祉
用
具
の
導
入
を

ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

い
つ
も
の
浴
室
で
お
風
呂
に
入
る
こ
と
や
い
つ

も
の
ト
イ
レ
で
排
泄
す
る
等
当
た
り
前
の
生
活
が

安
全
に
で
き
る
よ
う
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

「
こ
ん
な
こ
と
で
連
絡
し
て
も
い
い
の
か
な
？
」

と
思
う
よ
う
な
小
さ
な
不
安
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
：
０
４
７
０
‐
２
４
‐
３
１
１
３

訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
紹
介

information
事業所名称変更のお知らせ
２０２６年９月より訪問看護リハビリの開始に合わせ、

「なのはな訪問看護ステーション」が「赤門訪問看護リハビリステーション」
へと生まれ変わります。
また、そのほかの事業所でも名称が変更されます。
・「ホームヘルプサービスなのはな」
　→「赤門ヘルパーステーション」
・「介護老人保健施設なのはな館みさき」
　→「介護老人保健施設赤門なのはな館みさき」
・「サテライト型小規模介護老人保健施設なのはな館なぎさ」
　→「サテライト型小規模介護老人保健施設赤門なのはな館なぎさ」

　

慶
勝
会
に
は
、
館
山
市
初
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
「
な
の
は
な
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」が
あ
り
ま
す
。
訪
問
介
護
を
行
う「
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
の
は
な
」
と
共
に
在
宅

チ
ー
ム
と
し
て
、
ご
自
宅
で
お
身
体
に
不
安
を
抱

え
な
が
ら
過
ご
す
患
者
様
に
寄
り
添
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

お
身
体
に
不
調
が
あ
る
状
態
で
の
ご
自
宅
の

生
活
で
は
活
動
量
・
運
動
量
は
自
然
と
減
少
し
、

以
前
は
出
来
て
い
た
こ
と
が
少
し
ず
つ
で
き
な
く

な
っ
て
い
く
患
者
様
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
先
に
は
転
倒
や
骨
折
な
ど
、
生

活
が
一
変
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
事
象
が
待

ち
構
え
て
い
ま
す
。
私
も
昨
年
か
ら
訪
問
診
療

に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
高
齢
化
の
進
む
こ
の 

町
で
、
人
生
の
最
期
ま
で
住
み
慣
れ
た
ご
自
宅
で

元
気
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
在
宅
で

の
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
だ
と
強
く
想
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
筋
肉
を
使
い
関
節
を
動
か
す
こ
と

で
、
身
体
機
能
の
み
な
ら
ず
、
心
も
豊
か
に
な

り
、
食
や
睡
眠
の
質
の
向
上
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

患
者
様
が
ご
自
宅
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
送
っ
て

い
た
だ
く
た
め
に
、「
な
の
は
な
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
は
「
赤
門
訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
へ
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
看
護
師
と
理

学
療
法
士
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
看
護
師
が
体
調
管

理
を
中
心
に
お
身
体
を
整
え
、
理
学
療
法
士
が
生

活
環
境
に
合
わ
せ
て
身
体
機
能
の
向
上
・
回
復
を

進
め
ま
す
。

　

患
者
様
が
住
み
慣
れ
た
ご
自
宅
で
１
日
も
長

く
よ
り
豊
か
な
日
々
が
送
れ
る
よ
う
ス
タ
ッ

フ
一
同
全
力
で
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆

様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
訪
問
看
護
は
、
歴
史
の
あ
る
事
業
所
と

し
て
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
皆
様
が
「
住
み
な

れ
た
家
で
そ
の
人
ら
し
い
療
養
生
活
が
で
き
る
よ

う
お
手
伝
い
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
と
も
に
歩
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
訪
問
看
護
の
専
門
性
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
体
制
を
充
実
さ
せ
、
利
用
者

様
や
ご
家
族
の
思
い
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
提
供

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

当
事
業
所
で
は
、
経
験
豊
富
な
介
護
職
員

や
、
県
か
ら
認
定
を
う
け
喀
痰
吸
引
等
の
医
療
的

ケ
ア
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
ス
タ
ッ
フ
が
、
ご

自
宅
に
訪
問
し
身
体
介
護
・
生
活
援
助
な
ど
、

利
用
者
様
ひ
と
り
ひ
と
り
の
想
い
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、
細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
日
々
の
生

活
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

理
事
長
手
記
　
　
理
事
長　

宮
川　

慶

訪
問
看
護
　
　
　
管
理
者　

鈴
木　

佐
智
子

赤
門
訪
問
看
護
リ
ハ
ビ
リ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
始

理
学
療
法
士　

池
田　

俊
介

訪
問
介
護
　
　
　
　
主
任　

堀
川　

臣
子　

訪問介護スタッフ一同

リハビリ中の様子 左　：池田理学療法士
中央：宮川理事長
右　：鈴木看護師


